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新しい半合成経 ロセ ファロスポ リン系抗生剤Cefroxadine(CGP-9000, CXD)を 尿路 感染症患

者31例 に使用 し,臨 床効果を中心に検討 した。急性単純性膀胱炎24例 に対する臨床効果 は,著 効11

例,有 効12例,無 効1例 で有効率は95.8%で あ った。慢 性複雑性尿路感染症7例 に対する臨床効果

は,著 効1例,有 効3例,無 効3例 で有効率は57.1%で あ った。また臨床症状,臨 床検査値 とも本

剤によると考えられる副作用 は認め られ なか った。

は じ め に

Cefroxadine(CGP-9000, CXD)は,新 しい 半 合成 セ

ファロスポ リン系抗 生剤 で経 口剤 で あ る。 化 学 的 に は,

3位 にmethoxy基 を 導 入 す る(Fig. 1)こ とに よ り従

来の経 ロセフ ァロス ポ リン系 抗生 剤 に 比 しよ り有効 かつ

毒性が弱 いことを 目的 と して 開発 され た も ので あ る。 本

剤はグ ラム陽性 菌 お よび陰 性 菌 に広 い 抗菌 ス ペ ク トラム

を有 し,生 体 内で ほ とん ど代 謝 され る こと な く活 性型 の

まま主 と して尿 中 へ排泄 され るとい わ れ て い る1)2)。

Fig. 1 Chemical structure of CXD

われわれは,尿 路感染症(以 下UTI)に 対 し本 剤を

使用し,臨床効果を中心 に検討 したのでその成績を報告

する。

対象および方法

1. 対 象

対象は,単 純性UTI 24例(す べて女子の急性膀胱炎

で,年齢は20～74歳,平 均45.8歳)(Table 1)お よび複

雑性UTI 7例(慢 性 膀 胱 炎4例,慢 性 腎盂 腎炎3例

で,性別は男子5例,女 子2例,年 齢は37～77歳,平 均

60.1歳)(Table 2)の 計31例 であ った。なお複雑性UTI

7例 の基礎疾患は,神 経因性膀胱炎が4例 と最 も多 く,

つ いで腎結石2例,前 立腺肥大症1例 であ った。

2. 投薬量および投薬方法

急性単純性膀胱炎に対 しては,本 剤1回250mgを9

例 には1日2回,15例 には1日3回 経口投薬 した。慢性

複雑性UTIに 対 しては,本 剤1回250mgを1日3回

経 口投薬 した。投薬期間 は,急 性 単 純 性 膀胱炎は3日

間,慢 性複雑性UTIは5日 間 とした。

3. 効果判定

UTIの 診断および 効果 判 定は,UTI薬 効 評価 基準

(第二版)に 基づいて行 った。

成 績

1. 臨床効果

急性単純性膀胱炎24例 に対する臨 床 効 果 はTable 1

に示 したが,1日500mg投 薬群 および750mg投 薬群

に分けてまとめ ると,500mg投 薬群9例 では著効4例,

有効4例,無 効1例 で総 合 有 効 率88.9%(Table 3),

750mg投 薬群15例 では 著効7例,有 効8例 で総合有効

率100%で あ った(Table 4)。 両群を 合わせた 臨床 効果

は,著 効11例,有 効12例,無 効1例 で総 合有効率は95.8

%で あ った。 これを細菌学的効果 の面か ら検討す ると,

投薬前に尿 中より分離 されたEscherichiacoli 16株 中15

株,Klebsiella pneumoniae 3株 中3株,Proteus mira-

bilis 1株 中1株,Staphylococcus aureus 3株 中3株,

Staphylococcus epidermidis 2株 中2株,Streptococcus

faecalis 2株 中1株 が 消失 した(Table 5)。 また投薬後

出現 菌 と しては,Serratia marcescens 2株,Candida
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Table 1 Clinical summary of acute cystitis cases treated with CXD (1)

(250mg•~3 days P. O.)

〓dsγ〓
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Table 1 Clinical summary of acute cystitis cases treated with CXD (2)

(250mg•~2•`3, 3 days P. O.)

*
 Before treatment/

 After treatment
**  Criteria by the committee of UTI ***  Inoculum size 108 cells/ml

106 cells/ml
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Table 2 Clinical summary of complicated UTI cases treated with CXD

(250mg•~3/day, 5 days, P. O.)

*
 Before treatment/
 After treatment

**  Criteria by the committee of UT I ***  Inoculum size 108 cells/ml
106 cells/ml

SPP. 4株 など計10株 が認められた(Table 6)。

慢性複雑性UTI 7例 に 対する 臨床 効 果 は,著 効1

例,有 効3例,無 効3例 で総合有効率 は57.1%で あ った

(Table 2,7)。 症 例 数は少 ないがあえてUTI薬 効 評

価基準による疾患病態群別 に 検 討 した結 果 をTable 8

に示 した。単独感染5例 の総合有効率 は60%,混 合感染

2例 では1例 有効,1例 無効 であ った。 これを細菌学的

効果の面か ら検討す ると,投 薬前に尿 中よ り分離 された

Escherichia coli 4株 中3株,Proteus mirabilis 2株

中2株,Citrobacter freundii 1株 中1株,Klebsiella

pneumoniae 1株 中1株,Streptococcus faecalis 1株 中

1株 が 消失 した(Table 9)。 また投 薬 後 出現 菌 として

は,Pseudomonas aeruginosa 2株,Enterobacter aer-

ogenesお よびProteus rettgeri各1株 の 計4株 が 認 め

られた(Table 10)。

なお投薬前後 に尿 中よ り分離 された菌株に対する本剤

のMICを,日 本化学療法学会のMIC測 定改訂法に準

じて測定 した。測定成績はTable 1,2のMIC記 入柵

に一括 して記載 した。菌 株 数の 比較的 多かったEsche-

richia coli 19株 についてみると,接 種 菌量108 cells/ml

における本剤のMICは6.25～25μg/ml内 に18株(94.7

%)存 し,う ち11株(57.9%)は12.5μg/mlで あった。

接種菌量106 cells/mlで は3.13～12.5μg/ml内 に18株

(94.7%)存 し,う ち13株(68.4%)は6.25μg/mlで

あ った(Table 11)。

2. 副 作用

ア レルギー反応を中心に 臨 床 症 状を 観察すると同時

に,効 果判定不能例 をも含めて本剤投薬前後における赤
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Table 3 Overall clinical efficacy of CXD in acute simple cystitis

(250mg×2/day, 3days, P.O.)

Table 4 Overall clinical efficacy of CXD in acute simple cystitis

(250mg×3/day, 3days, P.O.)
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Table 5 Bacteriological response to CXD in

acute simple cystitis

*  Regardless of bacterial count

Table 6 Strains* appearing after CXD

treatment in acute simple cystitis

*  Regardless of bacterial count

Table 7 Overall clinical efficacy of CXD in complicated U. T. I.

(250mg×3/day, 5days, P. O.)

Table 8 Overall clinical efficacy of CXD classified by type of infection
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Table 9 Bacteriological response to CXD in

complicated U. T. I.

* Regardless of bacterial count

Table 10 Strains appearing after CXD

treatment in complicated U. T. I.

*  Regardless of bacterial count

Table 11 Susceptibility of 19 strains of E. coli

to CXD

*1:  Inoculum size 108 cells/ml
*2: Inoculum size 108 cells/ml

Fig. 2 Influences of CXD on laboratory examinations

RBC Hb WBC BUN

(16cases)

Creatinine

(16cases)

GOT
(Karmen)

(16cases)

GPT
(Karmen)

(11cases)

Al-P

(B.L)

(11cases) (11cases) (11cases) (11cases)
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血球数(16例),血 色索量(16例),白 血 球 数(16例),

BUN(11例),血 清 クレアチニ ン(11例),GOT(11例),

GPT(11例),ア ルカ リフォスファター ゼ(11例),ク ー

ムス試験(6例)な どを測定 し比較検討 した(Fig. 2)。

しか し臨床症状,臨 床検査値 とも本剤 によると考 えられ

る異常所見は認められなか った。

考 按

Cefroxadine (CXD)は,Cepbalexin (CEX),Cef-

radino (CED)と 類似の化学構造式 および 抗 菌 力 を 有

す る半合成経 口セ ファロスポ リン系抗生剤である1)3)4)。

in vitroに おける抗菌力は,CEXお よびCEDと ほと

ん ど同 じで,Staphylococcus spp., Escherichia coli,

Klebsiella pneumoiae, Proteus mirabilisな どに は有

効であ るが,Pseudomonas spp., Enterobacter cloacae,

Serratia marcescensな どには抗 菌力 は有 さないといわ

れてい る。 しか しEscherichia coliな どに対する殺菌作

用 はCEX,CEDに 比 し強いと報告 されてお り,ま た感

染 治療実験か らみても治療効果 はす ぐれてい ると報告 さ

れているP3M)。 一方本剤を薬動力学の面か らみ ると,血

中濃度 はCEXと ほぼ類似 してお り,速 やか な吸収 とと

もに,そ の大半は腎を介 してほとん ど活性型のまま高濃

度に尿 中へ排泄 されるといわれてい る2)。

今回われわれは,本 剤1回:250mgを 急性単純性膀胱

炎には1日2～3回3日 間,慢 性複雑性UTIに は1日

3回5日 間 経口投薬 し,UTI薬 効 評価基準に 基づいて

臨床効果を検討 した。

急性単純性膀胱炎24例 に対する本剤の 総 合 有 効 率は

95.8%と ほぼ満足すべき成績が得 られた。唯一の無効例

はPseudomonas aeruginosaを 原 因 菌 とする症例であ

り,本 剤の抗菌力か らみて当然 の結果 と考え られた。な

お本例 は74歳 と高齢であり,残 尿が認め られなか ったこ

とや内視鏡的に炎 症 所 見 のみであった ことより単 純 性

UTIと して取 り扱 った。 しか し潜在性の 尿路 の基礎疾

患の存在なども否定できなか ったが,外 来患者でその後

来院 しなか ったため詳細 な検査が未施行のままとな った

症例であった。投 薬 量に 関 しては,1日 投薬量500mg

群 と750mg群 との間 に明 らかなdose regponseは 認め

られなか った。

慢性複雑性UTI7例 に 対す る本 剤の総合有効率は

57.1%と 経口剤 と しては比較的高い有効率が得られた。

しか し症例数が少 なか ったこと,カ テーテル留置例や混

合感染例などの難治例が少 なか ったことなどの問題もあ

り,今 後の更なる検討を要 しよう。

細菌学的効果を本剤投薬後の尿中か らの細菌の消失率

でみると,Escherichia coliは 単純性で93.8%, 複雜性

で75%と 比較的良好な成績が得 られた。その他の菌種に

つ いては,菌 株数が少な く明確な結論を得るにいたらな

か った。

副作用 に関 しては,臨 床症状,臨 床検査値とも異常所

見 は認め られず,比 較的安全性の高い薬剤であることを

示唆す る成 績であ った。
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CLINICAL EVALUATION OF CEFROXADINE (CGP-9000)

IN URINARY TRACT INFECTIONS
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Cefroxadine (CGP-9000, CXD) a new semisynthetic cephalosporin antibiotic with a broad antibacterial

spectrum iwas !administered orally 250mg 2•`3 times a day to 31 patients with ;urinary tract infections to

evaluate therapeutic efficacy. The results obtained as follows:

1) The clinical effects for 24 patients with acute simple cystitis were excellent in 11 cases (45.8%),

moderate in 12 cases (50%) and poor in 1 case (4.2%).

2) The clinical effects for 7 patients with chronic complicated urinary tract infections were excellent in

1 case(14.3%), moderate in 3 cases (42.9%) and poor in 3 cases (42.9%).

3) No marked side effects were observed.


